
樽井 ちまの
東洋クロス

樽井紡績会社として創業し、当時としては大規模な紡績工場でした。

現在、海岸線は埋め立て地が増え、工場から距離がありますが、かつ

ては工場のすぐ目の前が海でした。当時の樽井の浜は多くの船で賑

わっており、建物は海側に見せるデザインで建てられたと考えられま

す。今でも、大きな看板や窓があったと思われる痕が残っています。ま

た、レンガの外壁に第二次世界大戦中の米軍の飛行機による射撃

の痕が残っており、こちらも工場の敷地外から見ることができます。

と う よ う

根来街道 道標

根来街道は、樽井から熊野街道と交差し風吹峠を越えて和歌山県の

根来寺へ向かう全長17㎞ほどの街道です。

正面 すぐ大川かた 左紀州いセきごゑ

右 すぐ大坂 左 右大坂

背 天保十己亥年十月吉日 と文字が刻まれています。

ね ご ろ かいどう どうひょう

西野紡績跡

大正時代「西野紋羽」で創業し、その後「西野紡績」と名前を

変え、紡績会社の工場として使われていたレンガ造りの建物で

す。現在は、カフェ兼インテリアショップとして活用されています。

かつて泉州地域はレンガの生産が有名であった為、樽井の至るところでその面影が残っています。

に し の ぼうせきあと

樽井町役場

樽井町役場として役目を終え、地域の方々によって大切

に活用されてきました。木造の建物ですが、表側の壁はモ

ルタルで仕上げられ、どこか異国の雰囲気を感じます。

た る い まち や く ば

や ま い い せ き

戎畑遺跡
住宅開発に伴い、発掘調査が行われ、

平安時代末期から鎌倉時代頃の村の

跡が見つかりました。この村では、マダ

コを獲るための蛸壺を焼いた窯がたく

さん見つかり、漁で栄えた村であるこ

とが分かって

います。

八反川

昔から、野菜を洗ったり、洗濯をしたり

と地域の人で賑わっていました。近年、

コンクリートで整備されていますが現

在でもきれいな水が流れています。

はったんがわ

道祖神 外からの災いから村を守

る神として知られており

室町時代頃から神社とし

て栄えていたといわれて

います。現在、御祭神は

茅渟神社の本殿裏に祀

られています。

どう そ じん

南泉寺 天台宗のお寺です。豊臣秀吉の根来

攻めの際に、焼き討ちされたと伝わっ

ています。境内には、その際に焼けて

黒くなったといわれる礎石が残ってい

す。また、本堂裏にある井戸は「樽井」

の地名発祥の地ともいわれています。

な ん せ ん じ

茅渟神社

旧八王子社です。八王子とは古事記の神話にでてくる

八柱の神で、アマテラスオオミカミとスサノオノミコトの

誓約（占い）によって生まれたといわれています。御祭神

としてこちらの八柱の神とその他に恵比寿（戎）大神、菅

原道真、 神倭磐余彦命の三柱の神も祀られています。

境内にある石燈籠は専徳寺の天水桝を作ったことで有

名な石工 奈良屋利兵衛の長男 奈良屋忠左衛門の作

品であり、父同様に名作を残しています。

ち ぬ じんじゃ

専徳寺 浄土真宗本願寺派のお寺です。見ど

ころは、天水桝と手水鉢です。天水桝

の8人の力士は、全て違う姿をしてお

り、「これ以上とても」といった力のこ

もりが表現されています。これは、江

戸時代末期に活躍した石工 奈良屋

利兵衛の作品です。

せんとくじ

受法寺

浄土真宗本願寺派のお寺です。本堂の

正面にある彫刻が目を惹きます。亀と鶴

に乗った仙人などが美しく彫刻されてい

ます。

仁右衛門坂

江戸時代の豪商 深見仁右衛門が廻船

商を行う際に、蔵から直接海岸へ荷物

を運ぶのに便利の良いようにつくったと

される坂です。

牛神

地蔵坂にある牛神様です。牛神様は民間で行われ

る信仰の神で、各地域に祀られています。秋になる

と坂の途中にどんぐりの実がたくさん落ちており、

どんぐり坂とも呼ばれています。

山の井遺蹟

樽井、男里の地域は、第一代天皇とされている神武天皇の兄である五瀬命の

伝説にまつわる遺跡や由来となる地名が多く残されています。この場所もその

一つであり、九州の日向国から五瀬命たちが大阪湾まで攻め入ったところ、敵

の矢で傷を負った五瀬命が血を洗い流したとされる井戸が残されています。
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【作成・問合せ】 泉南市立樽井公民館

☎072-483-4361

このマップは樽井公民館の職員が市内の様々

な文献をもとに名所を選び出し、実際に現場を

訪れ取材して作成したものです。

※ このマップの内容は令和4年3月現在のものです。
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